合掌　盛夏の候、梅雨も明け本格的な真夏を迎えました。梅雨の雨･梅雨の最中の台風･先日の地震など、七月は次々と自然災害が多発しました。会員皆さんのお宅では如何でしたか、お伺いします。住職上人は毎朝会員皆さんの除災を祈念していますが･･･。
　扨、八月分のお守りをお送りいたしました。お受け取りになって、間違いがないかよくお確かめ下さい。違っていましたら早急にご連絡を下さい。

　八月はお盆月です。お経からは七月十五日にお盆のお勤めをするのが正しいようです(関東地方)。しかし七月は梅雨の時期でもありますし農家が忙しいと言うこともあって月遅れの八月にするようになったようです(関西地方)。
　お盆=七月十五日にたくさんのお坊さん(雨安居のお行を終わったお坊さん)を呼んで
一斉にお経を読誦していただきます。このお経の功徳で父母(先祖)を始め、
地獄に堕ちてなかなか成仏の出来ない霊といえどもこのときのお経の功徳で
成仏できると言われています。

こう言うことからその家に有縁の全ての霊だけではなく無縁の霊もお経を聞
きに、我が家のお仏壇めがけて一斉に帰ってきます。このように、この日だ
けは亡き人も喜ぶ法要の日として｢歓喜会＝かんきえ｣とも呼ばれています。
現在ではほとんど、七月十五日を八月十五日に置き換えております。この期
間は家でもお寺でも両方でご先祖さんたちにたくさん食べ物をおそなえして
三日三晩(十三日の夕方から十六日の日没まで)お腹一杯お食事をしていただ
いて、ゆっくりお経を聞いていただいて、ゆっくりあの世へ帰っていただく
と言う行事です。(まるでご先祖さまの同窓会のようですね)
　お施餓鬼=餓鬼地獄界に堕ちて餓鬼となった霊は何を食べても喉を通らないので食
事をお腹に入れることが出来ません。そこでお経の力で餓鬼といえども食べら
れる食事を差し上げ成仏できないと言われている餓鬼界から引き上げ成仏させ
ることが出来る法要式です。天変地異の犠牲者･事故死者･自殺者等の不慮の犠
牲物故者や新仏さんにはこの法要式で回向をすると成仏し易いとされています。
成仏されないと言われている霊を成仏させるためにお経だけでなく多くの唱え
文を唱えます。更に、法要に当たってたくさんの食べ物をお供えして、一人で
も多くの餓鬼に食べてもらう。そこで三合三勺の米を炊き、器に盛ってお経の
旗を立てる。炊けた一粒のご飯がお茶碗何杯分にも相当するようになる。お供
え物は多くの種類のものを細かく刻むことによって多くの餓鬼に行き渡り細か
い一粒がお経の力でお腹一杯になります。(まるで各霊の救護所のようですね)
◎お盆法要もお施餓鬼法要も餓鬼の霊を成仏させることが出来ることから、お盆の法要時に施餓鬼を併せて行うところが多いようです。お施餓鬼供養は不定期に一年のうちで何回も行うと好いようです。　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　敬具
平成十九年七月二十八日　　　　　　涌泉寺お守りの会代表山口妙殊
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